
 

 

 

 

伊勢原市・横浜銀行向けＥＶカーシェアの導入について 

～官民連携による脱炭素・ＢＣＰ対策への取り組み～ 

 

横浜銀行（代表取締役頭取 片岡 達也）のグループ会社である浜銀ファイナンス株式会社（代表取締役

社長 宮下 和也、以下「当社」）は、伊勢原市（市長 髙山 松太郎）、ＥＮＥＯＳ株式会社（代表取締役社

長 齊藤 猛、以下「ＥＮＥＯＳ」）、横浜銀行の４者（以下、「関係４者」）にて、「伊勢原市ゼロカーボン・

ドライブ※の普及促進に係る四者協定（以下、「本協定」）」を本日締結し、本協定にもとづき伊勢原市・横

浜銀行にＥＶカーシェア導入を決定しましたので、お知らせいたします。 

※再エネ電力とＥＶ等を活用した、走行時にＣＯ２排出がゼロとなるドライブ 

 

関係４者は、地域の脱炭素化推進、ＥＶの災害時非常用電源としての活用によるＢＣＰ対策および地

域住民・企業・観光客へのモビリティサービス提供を図るべく、官民連携のＥＶカーシェアを２０２３年

１０月以降に導入します。平日は伊勢原市・横浜銀行が公用車（行用車）として占有使用し、休日は地域

住民・企業・観光客に開放します 。 

また、当社は、本件においてＥＮＥＯＳとの間で締結するカーシェア用ＥＶ・充電設備等のリース契約

について、「ＳＤＧｓフレンズリース（寄付型）」を活用し、契約金額（税抜）の０．１％相当額をＳＤＧ

ｓ関連基金に寄付をおこなう予定です。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

当社は、ＥＶ導入や車両管理省力化など、お客さまのモビリティに関する多様なニーズにお応えする

ソリューション提供を通じて、地域社会の脱炭素化および持続的発展に貢献してまいります。 

 

以上 

本件に関する照会先（報道関係） 

浜銀ファイナンス株式会社 営業企画部  TEL：045-225-2322 

 

２０２３年５月２３日 

 


